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＜本校の志教育＞

人と【かかわる】
よりよい生き方を【もとめる】
社会での役割を【はたす】

（1）自己理解の深化
（2）職業観・勤労観の確立
（3）将来設計の立案と社会的移行の準備
（4）集団の中での役割と果たすべき責任の自覚

宮城県古川工業高等学校
Furukawa Technical High School
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年齢別投票率の推移(%)

未来を担う私たち高校生ができる地域貢献 ～新たな提案～
古川工業高校からの提案 ～選挙啓発活動～

家族みんなで選挙について考えよう！ 「選挙に行こう！」

私たち生徒会では，昨年から，宮城県選挙管理員会の要請で，若者の投票率をあげるために話
し合いをしています。国・県・市町村で行われている選挙での投票率は20代になると下がり，35
歳代になって10代相当の投票率に戻るという状況です。宮城県の課題や若者が考えていることな
どを出し合いながら，若者の投票率を上げるためにどのようなことをすればよいかを考えてきま
した。
そこで私たちは，社会貢献とは投票に家族と一緒に行くことだと考えました。まだ始まったば

かりの私たちの人生は，選挙のことも政治のこともわかりません。祖父母・両親・兄姉と話し合
い，様々な視点から考えていく必要があると考えます。そこで私たちは家族と選挙について話し
合うきっかけになることを願って，以下のような「選挙に行きましょう」というポスターの掲示
と，それを入れたティッシュを生徒と教職員に配布しました。

私たちの本音は，選挙と同じように社会貢献といわれても自分ごとには考えられないのが正直
なところです。
それを自分ごとと捉えるためには，自分の生活や身近なところからものごとをみていく，でき

ることをやっていくことだと思います。投票率を上げるために，政治・生活について話しながら，
家族との“かかわり”を深め，自分の将来を見据えながらより良い生き方を“もとめ”，私たち
から発信し，家族とともに選挙に行き，義務をはたすではなく，権利を“はたす”，これが私た
ちにできる精いっぱいの社会貢献だと思っています。これが，社会の一員の第一歩であると考え
ます。
少しでも今の生活が向上するように祈っています。
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人と【かかわる】
専門学科についての理解を深めるとともに，学科に関連する職種についての興味関心を深め，電
気工事士等の資格や技術の取得意欲の向上を図る。

よりよい生き方を【もとめる】
建設技術・施工管理・安全管理を体得し，学科における職業的専門教育をより深める。さらに，
将来の建設産業を担う人材に必要な知識・技能を習得する。

社会での役割を【はたす】
専門科目の知識の深化と地域への貢献。また，大学の研究員の指導のもと，遺伝子解析など高
度な実験操作を高校の実験室で実施し，将来の職業観を育てる。
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